
 特定ラジオマイクは、高音質型のワイヤレスマイクとして、放送番組制作やコンサート、舞台劇場、イベント会場等で用いられています。

 700MHz帯において携帯無線通信用周波数を確保できるよう、平成23年９月に策定された周波数再編アクションプランでは、特定ラジオマイクの移
行先の周波数帯候補を地上テレビジョン放送用周波数のホワイトスペース帯又は1.2GHz帯とし、周波数移行に向けた技術的検討を実施することと
しております。

 これを踏まえ、情報通信審議会情報通信技術分科会移動通信システム委員会において、「特定ラジオマイクの周波数移行等に係る技術的条件」に
ついて検討を実施し、移行先周波数帯における技術的条件を取りまとめたものです。
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検討の背景

一般的なシステム構成

送信機（ハンド型） 送信機（ピンマイク型） カメラレコーダ装着例可搬型受信機
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◎現在の700MHz/900MHz帯の周波数割当

［特定ラジオマイク］地上テレビジョン放送用周波数のホワイトスペース帯又は1.2ＧＨｚ帯へ移行
↓

移行先の周波数帯における技術的条件について検討

携帯電話 携帯電話
地デジ（地デジ周波数再編により空く周
波数）



現行 UHF帯 1.2GHz帯

使用周波数 779-788MHz、797-806MHz(ｱﾅﾛｸﾞ)
770-806MHz(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ)

470-714MHz
(470-710MHzはﾃﾚﾋﾞﾎﾜｲﾄｽﾍﾟｰｽ帯）

1240-1260MHz
(1252-1253MHzを除く）

空中線電力 アナログ方式：10mW
デジタル方式：50mW

アナログ方式：10mW
デジタル方式：50mW

アナログ方式：50mW
デジタル方式：50mW

空中線電力の許容偏差 上限50％、下限50％ 上限20％、下限50％ 上限50％、下限50％

スプリアス発射又は
不要発射の強度の許容値

2.5μＷ 中心周波数から
(±)１MHz以内：2.5μＷ

それ以外の周波数帯：4ｎＷ

2.5μＷ

変調周波数(ｱﾅﾛｸﾞ) 15ｋＨｚ以内 20kHz以内 20kHz以内

占有周波数帯幅 [アナログ方式]
・周波数編移が

(±)40kHz以内：110kHz

(±)40kHz-150kHz：330kHz
・ステレオ伝送のもの：250kHz

[デジタル方式]
288kHz

[アナログ方式]
・周波数編移が

(±)40kHz以内：110kHz
(±)40kHz-60kHz：160kHz
(±)60kHz-150kHz：330kHz

・ステレオ伝送のもの：250kHz
[デジタル方式]

288kHz

[アナログ方式]
・周波数編移が

(±)40kHz以内：110kHz
(±)40kHz-60kHz：160kHz
(±)60kHz-150kHz：330kHz

・ステレオ伝送のもの：250kHz
[デジタル方式]

288kHz

空中線 絶対利得2.14ｄＢ以下 絶対利得2.14dB以下
アナログ方式のイヤーモニターは

絶対利得7dB以下

絶対利得2.14dB以下
アナログ方式のイヤーモニターは

絶対利得7dB以下

筐体 一の筐体に収められており、かつ、容易
に開けることが出来ないこと

空中線を一の筐体に収めることを要しな
い装置に追加

空中線を一の筐体に収めることを要しな
い装置に追加

主な特定ラジオマイクの移行先周波数帯における技術的条件
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